






























































30 I 第1回特~1Uトティン外側催伐滞留時 I以降、学＇•·M務事事で奴~·附：紛誠司
(7）草川京都大学制ンバ劫哨JIH匂繍欄自由
























































































































































































































による企廷を也とにするリー グシヲプを豊島 つぎに．唱~t.t..•添事士会の調和串る共 型軽量f揺を灘診す事ととので曹事食重な鎗
本方針としたいと思います..局の自治 存I;いう、京都大君障の畿本塁Z念にもある 線？す.~書簡会議't'I主、例えば.200時7













務実成祭のを士会への伝望書と還元の也 .の高い医猿サHピX色、研究成系を な晶ので＂＇ると・＂は忽ヲています.－. c事
っと色種本が学生のftl智です..畿大 生かした社会貢献の大曹な分野で畠りま の文化がぞれの実例です．黛事事t志望世界
学は、日本人争弘祉会人、外題人錫争生． す．また..ッー ワー クによるサー ピRもm書 の入が知っτい宏す．その錘f立さを金か














ソメイ書シJがーヨff司卿測になりました． いて、今日ー ヲ寄1：鑓立大挙法人kなりま その法人が「京都大学jを銭信しました．
とれはみな関む遺伝子を持9ていて、4量 した．京都大学の遺伝子情織は百年~ との京都大学的汚名前t.≪わらない
や絡のセンサ叫がア~"IO.X7-iアの条件を に串りますが、払はまだ企画l!t書暗んでい のですが、観・活字句障が俊わりました．
.• 無し、織のセンサー がリソス7-fアの条 まぜん．しかし、銃帰ごとに大量〈鰐皮す 今まで、法人.ff:で耳~－大学は俊わりま
停を側如して、ー ヲ専に尊民〈のだと忽い奮す． るような情械を持っているようです． ぜんと、私はいろいろな場面で申し上げ
着色は20J陸〈晶、ミのF章、との一斉に煙車〈の との大学のI京都大学jという各がは ました．しかし、実僚は法人になって疲
































































































































られています．そのm置の署名書成、1 れ、それを色C:Iζ今ま可制まー 緩めな宙産と になっτぃ〈というとと岳、.をt.ヲて体
名？す．そのゆに滋Jl湾総鯵会齢、ます． して－~~みをおってお§れたことを、 織して行〈こkと.います．
その114の指名舎のうち、生存するI 仕事して行とうという縛の具体的なfH躍 営さんが．鍵織に＋分気寄っljて、~
後務った、ロー トプヲッF費t±が亡〈なった として鋪くととがで台高J:うになると緩いま 書事大学の基本選念の鴻持を考えながら、












































































































の＠の務学技調E畿本at酒の釜本語量念 混在レ，語、りと述べでい〈ととが必要です． りました．とのセンサー をさちに巨大：{tす
には、草寺学技術創建立国として目指す 怠本書量，tiこある．安全·ft•IJな栓舎の る鯵緩が晶り、それには400健胃ほどが必
べ書留の!If！：歯車会署員四Sの電車念というの 務調~t章、続鍔翁じとって，..なテー マ 署警といむれています．車た、，、ヲイの鑓耳障
が串ります．現主主主術を皆E争””の分析 マす．釜本政官官にあるとおり、目指すベ 量産「すばるjの建般にも、400億円紙どが




















ロ？園、パイオインフォサティ・1;1.、シ足チふ ント~~、私11串喜市民から曾われて、な ，，でのオピニオンリm ダー として活鳴が













害事大学条例Jで轟ろうk望書われます.'{ ーー をうけるととな〈君臣奨する鳴測が晴、 織は、偏人ti'無条件にもってい事社会


































て者HI毒始めるみなさんは、ぜひとれる ィー ルドが事ります．マレ四シアのサワヲタ 鳴を』聾併す事ために弘まずとの先~が
の入車留に腐す事条約に自審議して、その 労相＝｝章、かつて金書E学研費量センター にい 禽いた柄齢涼むのがいいと患います．
怠Dl<t-自ら考えておいていただ量たいと た級＊土民ニ象授たちがit濁した熱帯 側えI!、「日本の布置ー 失われゆ〈海辺の
思います．そして、一人ひとりの人績を 溺終の研究拠点が轟ります．弁上先生 自然jという本です．縫滋frl，に晶り殺す．
敏貸して行a障で量るよ号、理歯車＊深めて が考えた、その、サワラタ線窓生物学プロ その次には、m•先生の治文＊＂し











畿大学に館、7.fール問時学叡W研1Cセン また、京都大学人間・覇軍練学研然草寺 事患の持ち2きで、将来の研費量チー マを.w

























績はそれらを緩J1す晶ととは遺砂、ー っ るのではありまぜん．とればaa晶、職員 が大切で皐ります．
~げ強司置してお！たいととがあります.Jf 也、それぞれー 人ひとりがその積場にお 法人化して昨年の4.F.1筒、事誌は．「五E
れは、必ず察署隆司｛1撃を泡めなけれぼな いて発縛する、それぞれの習ー ダシヲプを 都大学織』慢のみなさんへ」というメヲセ
らないというと主です．今ま令、本側理事 ＇簿燥してい Qの？れ －~~i量りました．そとで色「失敗をお奇









寄伶・t.tl!、捜苦ま1証人々 の努力でまかな って、必ず実現で量晶kいう様鍵を持ちま 書青しE、徐行歯車体量聞の患と、王軍事ゃIl

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































特命をお受けしました。以下ではとのと の講義科目です。 術情報メディアセンター （センター 長 美
との途中経過を含めて、在任中の業務 他方、海外からの学生の受け入れに 濃導彦教授）とが協力して担っています。
についての報告と感想を述べたいと恩 関しては、国際教育プログラム（阻JINEP) 私はCIO（α悩 InformationOficer, 
います。 と一般交換プログラムを用意し、海外か 情報化統括責任者）およびCISO(Chief
国際交流の仕事は、個々の部局単 ら学生に英語および日本語での講義を Information ＆缶αIrityO血田r，最高
位で行う活動に加え、国際交涜推進機 行ってL瓦るほか、京都アメリカ大学コン 情報セキュリティ責任者）として全体を
構（機構長横山俊夫教授）と国際部 ソー シアム（KCJS）と連携を強化し、アメ 統括するとともに、京都大学の情報基
（曽我渉国際部長、20年4月からは塚本 リカの大学から学びに来る学生と本学 盤の全般の整備に関する責任を負っ
政雄国際部長）、さらに国際交涜センタ 学生とが共同して学ぶ楓会を充実させ てきました。とりわけ力を入れたのは、全
















本門 政雄 ｜ほんまさお： l任期：平成16年4月1目～平成17年9月30目（総務・人事・広組担当理事として｝
I 平成17年10月1日～平成18年3月31日（事務改草・祉会連鋤・渉外（東京）担当理事として）
私は、2001年1月に京都大学事務局 教職員の非公務員化の方針が固まりま 総長選挙の1ヵ月後、尾池先生から呼























は、総長補佐体制を強化し、懸案であっ はありません。 の「教員と職員を対等のパー トナー とし



















































































































































































大もその例外ではなかった。法人化後も、 尾池総長は、ハー ドなスケジュー ルを






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































永ー速な轟ものへj命公訴・L 互いに圏直うととるで畠申、もうー つの繍関、 い’人豊田徳訟の保唱えカ奇書Eえるとkに
そとで先企｝；－.€（＊の時前合曹ウンジ 国際自本文化研究セン~－喪主ぞって 舗な告ない．
でお2廃骨量生みながち鍬厳令昌之とにな 員Utさせ主うとい号とkになった．拳い F善治先生主主、そもそも西山除草E山に




型軽てほしいというお鱒い事受げてぬか で畠りなが晶文化的に漂い関心と段” .. ー縛してe1ft嘩喫したとと也晶司$."1 
け哉のであった． をお持ちの属治先.!Et-申心として織浴 ~曜に火食字幸巌よか巷~拡崎純．

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































URL : http:/www.kyoto-u.ac.jp/ 
E-mail . kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 
